「食品ロス削減ボランティア活動推進事業」に係る最優秀提案事業者の選定結果について
１　最優秀提案事業者

一般財団法人環境事業協会
評価点　81.7点（100点満点中）※うち、価格点等13点、提案金額 2,905,451円
２　選定結果の概要
（1） 提案事業者　全２者
　　・一般財団法人環境事業協会

・特定非営利活動法人Deep People
　（２）最優秀提案事業者の評価点
	総合評価点
（100点満点）
	うち企画提案

（満点87点）
	うち価格点等
（満点13点）
	提案金額
（税込み）

	81.7点
	68.7点
	13点
	2,905,451円


（３） 最優秀提案事業者の選定理由
　　・活動の場の創出としての府民啓発イベントについて、開催の方法や啓発の手段に工夫がなされており、具体的な企画内容が提示されていた。
・ボランティアの養成に関する実績が豊富であり、養成講座の開講についても、前年度の実績を踏まえた改良点の提案も含め、具体的な提示がされていた。
３　選定委員会委員（敬称略、順不同、○印は議長）
	所属・職名等
	委員名
	選任理由

	大阪教育大学

教育学部　教授
	石川　聡子（〇）
	環境教育や科学教育専門家として、本府や市町村における各審議会での委員としての経験から、行政機関が実施する人材育成事業にも精通しており、教育的な観点から提案内容の適正度・効果等を審査いただくため。

	摂南大学

農学部　食品栄養学科

教授
	黒川　通典
	学生の食品ロス削減啓発活動の指導経験や、本府や市町村の食育審議会の経験が豊富で、食生活に関する消費者教育の知見にも精通しているため、提案内容が消費者の食に対する行動変容にも繋がるものとなっているか適正度・効果等などを審査いただくため。

	ビオラ法律会計事務所
弁護士
	山本　婦紗子
	法律に精通しており、著作権や人材活用等に関する法的観点や選定手続きの公正性の観点から審査いただくため。


